
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市立河内小学校 

平成 29年 11月 21 日№14 

保健室 近原 聡子 

【インフルエンザ号】 

インフルエンザウイルスは、感染
かんせん

した人
ひと

のからだか

ら飛
と

び出
だ

します。おしゃべりをしたときせきやくし

ゃみをしたとき、下
した

の図
ず

のように飛
と

び出
だ

します。 

インフルエンザは、感染者
かんせんしゃ

のせきやくしゃみ、ウイルスがついたものを触
さわ

ることなどにより、

ウイルスを体内
たいない

に取
と

り込
こ

んでしまったことで発症
はっしょう

する病気
びょうき

です。インフルエンザウイルスは、

体
からだ

の中
なか

に入
はい

って8時間後
じ か ん ご

に1個
こ

のウイルスから100個
こ

、16時間後
じ か ん ご

に1万個
ま ん こ

、24時間後
じ か ん ご

に１０

０万個
ま ん こ

と、短時間
たんじかん

にどんどん増
ふ

えていきます。ウイルスが１００万個
ま ん こ

以上
いじょう

になると、自覚
じ か く

症 状
しょうじょう

の悪寒
お か ん

や寒気
さ む け

があり、38℃以上
いじょう

の熱
ねつ

が出
で

ます。つらいインフルエンザにならないように、予防
よ ぼ う

を

しっかりしておきましょう。 

 

 くしゃみをしたときは、３～５

m飛
と

びます。  

インフルエンザにかかっ

たら、必
かなら

ず学校
がっこう

へ連絡
れんらく

して

ください。 

感染
かんせん

した人のからだから飛
と

び出
だ

したウイルスは、

空気中
くうきちゅう

に90秒間
びょうかん

ぐらい漂
ただよ

っています。その間
あいだ

に、まわりの人がウイルスを吸
す

い込
こ

むことにより

感染
かんせん

が広
ひろ

がります。感染
かんせん

の広
ひろ

がりを防
ふせ

ぐためにも、

せきエチケットを守
まも

りましょう。 

 

つめや指
ゆび

の間
あいだ

もきれ

いにしよう！ 

手洗
てあら

い 

 

定期的
ていきてき

に空気
く う き

の入
い

れか

えをしよう！ 

 

外
そと

から帰
かえ

ったらうが

いをしよう！ 

 

十分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

と休養
きゅうよう

を

取
と

りましょう！ 

 

ウイルスを入
い

れないよ

うにしよう！ 

 

バランスのとれた食事
しょくじ

と水分
すいぶん

補給
ほきゅう

！ 

換気
か ん き

 うがい 

食事
し ょくじ

 マスク 休養
きゅうよう

 

 せきをしているときは、1.5～

３m飛
と

びます。 

 お話
はなし

をしているときは、１m飛
と

びます。 

はなとくちの両方
りょうほう

をおおう。 

ゴムひもを耳
みみ

にかけ

る。 

すきまがないよう

に、あごまでひだを

広
ひろ

げる。 

空気中
くうきちゅう

のウイルスをからだの中
なか

へ入れないようにするため 

ウイルスが含
ふく

まれているせきやくしゃみなどをほかの人
ひと

へ飛
と

ばさないようにするため 

鼻
はな

やのどの湿度
し つ ど

を高
たか

め、侵入
しんにゅう

してきたウイルスが増
ふ

えるの

を抑
おさ

えるため 

インフルエンザにかかってしまったら・・・ 

まずは病院
びょういん

に行
い

き、インフルエンザかどうか診断
しんだん

してもらいましょう。発症
はっしょう

した後
あと

、5

日を経過
け い か

し、かつ、解熱
げ ね つ

した後
あと

2 日を経過
け い か

するまでは登校
とうこう

を控
ひか

え、しっかりとおうちで休
やす

み

ましょう。 

 


